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1. 化学物質等及び会社情報 
 
化学物質等の名称 FastScanTM ELISA Cell Extraction Enhancer Solution (50X) 
製品コード 25243 
SDS 整理番号 S051 
会社名 CST ジャパン株式会社 
住所 東京都千代⽥区内神⽥ 1-6-10 笠原ビルディング 10 階 
電話番号 03-3295-1630 
FAX 番号 03-3295-1633 
メールアドレス regulationjp@cellsignal.com 
推奨⽤途及び使⽤上の制限 ライフサイエンス研究⽤試薬 

 
２. 危険有害性の要約 
 
健康に対する有害性 急性毒性（経⽪）：区分 5 
 ⽪膚腐⾷性・刺激性：区分 3 

 
上記以外の危険有害性については分類対象外または分類できない。 
 
GHS ラベル要素 
   
注意喚起語 警告 
  
危険有害性情報 ⽪膚に接触すると有害の恐れ 
 軽度の⽪膚刺激 
  
安全対策 取扱い後は⼿、顔、露出した⽪膚をよく洗うこと。 
 粉じん、ヒューム、蒸気、スプレーの吸⼊を避けること。 
 汚染された保護位は室内に出さないこと。 
 保護⼿袋/保護⾐/保護眼鏡/顔⾯保護具を着⽤すること。 
  
救急措置 ⽪膚に付着した場合、多量の⽯鹸と⽔で洗うこと。 
 ⽪膚刺激⼜は発疹が⽣じた場合、医師の診断、⼿当てを受けること。 
 汚染された⾐類を再使⽤する場合、洗濯すること。 
 眼に⼊った場合、⽔で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを着⽤していて容易

に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 
 眼の刺激が続く場合、医師の診断、⼿当てを受けること。 
  
廃棄 内容物、容器は専⾨の廃棄物処理業者に業務委託すること。 

 
3. 組成・成分情報 
 
単⼀製品・混合物の区別：混合物 
 
化学名⼜は⼀般名 濃度⼜は濃度範囲 官報公⽰整理番号 CAS 番号 

化審法 安衛法 
ラウリル硫酸ナトリウム 1-3 % (2)-1679 

 
151-21-3 

 
4. 応急処置 
 
眼に⼊った場合 眼を⼗分量の⽔で、少なくとも 15 分間注意深く洗うこと。医師に相談すること。 
  
⽪膚に付着した場合 ⽪膚を⽯鹸と多量の⽔で洗い流すこと。症状が続く場合、医師に連絡すること。 
  
吸⼊した場合 新鮮な空気のある場所に移動すること。 
  
飲み込んだ場合 ⼝をすすぐこと。その後多量の⽔を飲むこと。 
  
重要な急性及び遅発性症状 ⽪膚の炎症と眼への刺激。 
  
緊急の医療処置 対症療法 



  
応急対応者への助⾔ ⼀般：追加の⽀援が必要な場合は、最寄りの関係機関に連絡すること。 
 応急対応者の保護：関与する物質を認識し、⾃分⾃⾝を保護するための予防策を講じる

こと。 
 
5. ⽕災時の処置 
 
消⽕剤 適切なもの：現場の状況および周辺環境に適した消化剤 
 不適切なもの：注意！⽔の散布は⾮効率である可能性 
  
特有の危険有害性 情報なし 
  
爆発の可能性 なし 
  
消⽕対応者の保護 適切な空気呼吸器を使⽤し、耐熱性防護服を着⽤すること。 

 
6. 漏出時の処置 
 
⼈体に対する注意、保護
具、緊急措置 

⼗分に換気すること。 

  
周辺に対する配慮 蒸気が低地に蓄積し、爆発性の濃度を形成する可能性あり。 
  
封じ込め及び浄化 封じ込め：安全を確保した上でそれ以上の漏れやこぼれを防ぐ。 
⽅法・機材 浄化：不活性な吸収材で吸収・回収し、回収後は適切なラベルのついた容器に移す。痕

跡は⽔で洗い流す。流した⽔は排⽔溝に⼊るのを防ぐ。 
 
7. 取扱い及び保管上の注意 
 
安全な取扱い 安全および衛⽣に配慮して適切に取扱うこと。 
  
安全な保管条件 保管条件と技術的な対策：容器を密閉して冷乾所にて保存すること。 
 適切な梱包材：情報なし 
 不適切な資材：情報なし 

 
8. ばく露防⽌及び保護措置 
 
設備対策 この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と安全シャワーを設置すること。 
  
個⼈対策 顔及び眼：適切な顔及び眼の保護具を着⽤すること。 
 ⽪膚及び⾝体：適切な保護⾐を着⽤すること。 
 呼吸器：適切な呼吸器保護具を着⽤すること。暴露限界を超えたり、刺激が⽣じたりし

た場合は、NIOSH/MSHA認定の呼吸⽤保護具を着⽤すること。空気中の汚染物質が⾼
濃度な場合には、陽圧供給式呼吸⽤保護具が使⽤すること。呼吸器の保護については、
現段階での現地の法規制に従って⾏うこと。 

  
衛⽣対策 取扱い後はよく⼿を洗うこと。 

 
9. 物理的及び化学的性質 
 
物理的状態 形状：液体 
 ⾊：無⾊透明 
 匂い：情報なし 
 pH：6.0（20℃） 
  
融点・凝固点 情報なし 
  
沸点、初留点及び沸騰範囲 情報なし 
  
燃焼性⼜は爆発範囲 情報なし 
  
引⽕点 情報なし 
  
蒸気圧 情報なし 
  



蒸気密度（空気＝1） 情報なし 
  
⽐重（密度） 情報なし 
  
溶解度 情報なし 
  
オクタノール／⽔分配係数 情報なし 
  
⾃然発⽕温度 情報なし 
  
分解温度 情報なし 
  
粘度 情報なし 
  
爆発性 情報なし 
  
酸化性 情報なし 
  
軟化点 情報なし 
  
分⼦量 情報なし 
  
揮発性有機化合物 情報なし 
  
密度 情報なし 

 
10. 安定性及び反応性 
 
反応性 情報なし 
  
安定性 推奨される保管及び取扱い条件下では安定 
  
危険有害反応可能性 通常の条件下ではなし 
  
避けるべき条件 情報なし 
  
混触危険物質 現時点の情報からはなし 
  
危険有害な分解⽣成物 現時点の情報からはなし 

 
11. 有害性情報 
 
可能性のある暴露経路に関する情報 
 
吸⼊ 情報なし 
  
眼への接触 刺激を引き起こす可能性 
  
⽪膚への接触 感作反応を引き起こす可能性 
  
摂取 情報なし 

 
ラウリル硫酸ナトリウムの単⼀物質としての有害性情報は下記の通りである。 
 
化学名⼜は⼀般名 LD50（経⼝） LD50（経⽪） LC50（吸⼊） 
ラウリル硫酸ナトリウム 1288 mg/kg (Rat) 

1783 mg/kg (Rat) 
200 mg/kg 
(Rabbit) 

> 3900 mg/m3 
(Rat) 1 hr 

 
急性毒性（経⼝） 急性毒性推定値（ATEmix）51520 mg/kg であることから区分外とした。 
  
急性毒性（経⽪） 急性毒性推定値（ATEmix）23200 mg/kg であることから区分 5 とした。 
  
急性毒性（吸⼊） 急性毒性推定値（ATEmix）39 mg/Lであることから区分外とした。 
  
⽪膚腐⾷性・刺激性 ラウリル硫酸ナトリウムは区分 2 であるが濃度が 1-3 %であることから区分 3 とした。 



  
眼に対する重篤な損傷／刺
激性 

ラウリル硫酸ナトリウムは区分 2 であるが濃度が 1-3 %であることから区分外とした。 

  
感作性 可能性あり 
  
⽣殖細胞変異原性 情報なし 
  
発がん性 可能性があるとは⾔えない 
  
⽣殖毒性 情報なし 
  
特定標的臓器毒性（単回） 情報なし 
  
特定標的臓器毒性（反復） 情報なし 
  
神経系への影響 情報なし 
  
誤嚥の危険性 情報なし 

 
12. 環境影響情報 
 
ラウリル硫酸ナトリウムの単⼀物質としての環境影響情報は下記の通りである。 
 
化学名⼜は⼀般名 藻類に対する毒性 ⿂類に対する毒性 ⽔⽣無脊椎動物に対する毒性 
ラウリル硫酸ナト
リウム 

EC50 53 mg/L 
(Desmodesmus 
subspicatus) 72 h EC50 30 
- 100 mg/L 
(Desmodesmus 
subspicatus) 96 h EC50 42 
mg/L (Desmodesmus 
subspicatus) 96 h EC50 
3.59 - 15.6 mg/L 
(Pseudokirchneriella 
subcapitata) 96 h EC50 
117 mg/L 
(Pseudokirchneriella 
subcapitata) 96 h 

LC50 8 - 12.5 mg/L (Pimephales 
promelas) 96 h LC50 4.1 mg/L 
(Leuciscus idus) 48 h LC50 22.1 
- 22.8 mg/L (Pimephales 
promelas) 96 h LC50 4.3 - 8.5 
mg/L (Oncorhynchus mykiss) 96 
h LC50 4.62 mg/L 
(Oncorhynchus mykiss) 96 h 
LC50 4.2 mg/L (Oncorhynchus 
mykiss) 96 h LC50 7.97 mg/L 
(Brachydanio rerio) 96 h LC50 
9.9 - 20.1 mg/L (Brachydanio 
rerio) 96 h LC50 4.06 - 5.75 mg/L 
(Lepomis macrochirus) 96 h 
LC50 4.2 - 4.8 mg/L (Lepomis 
macrochirus) 96 h LC50 4.5 mg/L 
(Lepomis macrochirus) 96 h 
LC50 5.8 - 7.5 mg/L (Pimephales 
promelas) 96 h LC50 10.2 - 22.5 
mg/L (Pimephales promelas) 96 
h LC50 6.2 - 9.6 mg/L 
(Pimephales promelas) 96 h 
LC50 13.5 - 18.3 mg/L (Poecilia 
reticulata) 96 h LC50 10.8 - 16.6 
mg/L (Poecilia reticulata) 96 h 
LC50 1.31 mg/L (Cyprinus 
carpio) 96 h LC50 15 - 18.9 mg/L 
(Pimephales promelas) 96 h 

EC50 21.2 mg/L (Daphnia 
magna) 24 h EC50 1.8 mg/L 
(Daphnia magna) 48 h 

 
持続性と分解性 情報なし 
  
⽣体内蓄積 情報なし 
  
モビリティ 情報なし 
  
オクタノールー⽔分配係数 1.6 

 
13. 廃棄上の注意 
 
残余廃棄物 廃棄においては、関係法規並びに地⽅⾃治体の基準に従うこと。 



  
汚染された容器及び包装 空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。 

 
14. 輸送上の注意 
 
輸送上の危険物としての規制の対象ではない。 
 
15. 適⽤法令 
 

ラウリル硫酸ナトリウム 化学物質排出把握管理促進法（PRTR法）：第 1種指定化学物質
(法第 2条第 2項、施⾏令第 1条別表第 1) 

 
16. その他の情報 
 
免責条項：この安全データシートに記載されている情報は、その発⾏⽇における弊社の知識、情報、及び⽅針の範囲内
で正しいものです。その情報は、安全な取り扱い、使⽤、処理、保管、輸送、廃棄、および放出に関する⼿引きとして
のみ記載されており、保証または品質仕様をなすものではありません。またこの情報は指定した特定の物質にのみに適
⽤されるものであり、他の物質とともに使⽤する場合、または他の⼿法で使⽤される場合には、このMSDS に記載のな
い限り適⽤されないことがあります。 
 

安全データシート終 


